
一般質問

平成２８年（２０１６年）１月３１日５ こだいら 市　議　会　だ　よ　り

福
祉

公 園
用 水

教 育
文 化

葛
中
島
通
り
と
村
山
街
道
の
交
差
点

　

渦
地
域
レ
ベ
ル
で
の
国
際
交
流
の

推
進
が
外
国
と
の
友
好
関
係
の
構
築

に
つ
な
が
り
、
国
際
社
会
の
平
和
と

繁
栄
に
貢
献
す
る
と
考
え
て
い
る
。

 
小
林
洋
子
議
員
（
フ
ォ
）　

臼
自
転 

車
利
用
の
禁
止
以
降
、
利
用
に
つ
い

て
具
体
的
な
検
討
を
し
た
か
。

　

渦
自
転
車
利
用
に
つ
い
て
、
今
後

ど
の
よ
う
に
し
て
い
く
の
か
。

教
育
長　

臼
平
成　

年
、　

年
、　

２４

２６

２７

年
に
児
童
・
生
徒
の
自
転
車
活
用
に

関
す
る
協
議
会
を
実
施
し
、
Ｐ
Ｔ
Ａ

の
代
表
者
や
関
係
団
体
か
ら
、
さ
ま

ざ
ま
な
立
場
に
お
け
る
取
り
組
み
な

ど
に
つ
い
て
意
見
を
も
ら
い
安
全
な

自
転
車
利
用
の
検
討
を
行
っ
た
。

　

渦
３
学
期
に
も
協
議
会
を
予
定
し

て
お
り
、
引
き
続
き
検
討
し
て
い
く
。

中
学
校
の
部
活
に
お
け
る

自
転
車
利
用
に
つ
い
て

板
設
置
を
都
と
協
議
す
る
と
と
も
に
、

中
島
通
り
に
は
歩
行
者
ス
ト
ッ
プ
マ

ー
ク
等
の
設
置
を
検
討
し
て
い
く
。

 
竹
井
よ
う
こ
議
員
（
フ
ォ
）　

臼
重 

大
事
故
を
起
こ
さ
な
い
取
り
組
み
は
。

　

渦
重
大
事
故
が
起
き
た
場
合
は
、

ど
の
よ
う
な
対
応
を
行
う
の
か
。

教
育
長　

臼
各
学
校
で
教
職
員
が
さ

ま
ざ
ま
な
事
故
を
想
定
し
、
場
面
に

応
じ
て
具
体
的
な
対
応
を
進
め
て
い

る
。
ま
た
、
児
童
・
生
徒
に
対
し
て

危
機
回
避
能
力
を
高
め
る
た
め
、
毎

月
、
安
全
指
導
を
行
っ
て
い
る
。

　

渦
児
童
・
生
徒
の
け
が
へ
の
対
応

を
最
優
先
し
、
速
や
か
に
保
護
者
へ

の
連
絡
を
行
う
。
そ
の
後
、
原
因
の

究
明
や
再
発
防
止
の
対
策
等
を
行
う
。

 
石
毛
航
太
郎
議
員
（
フ
ォ
）　

臼
消 

防
団
の
消
防
ポ
ン
プ
車
を
タ
ン
ザ
ニ

ア
連
合
共
和
国
に
寄
贈
し
た
経
緯
は
。

　

渦
外
国
と
の
友
好
関
係
を
築
く
こ

と
へ
の
政
策
的
な
考
え
は
。

市
長　

臼
廃
車
と
な
っ
た
消
防
ポ
ン

プ
自
動
車
は
、
平
成　

年
度
か
ら
日

１５

本
消
防
協
会
を
通
じ
て
開
発
途
上
国

に
寄
贈
し
て
お
り
、
本
年
度
は
タ
ン

ザ
ニ
ア
連
合
共
和
国
に
寄
贈
し
た
。

学
校
管
理
下
に
お
け
る

重
大
事
故
の
対
応
に
つ
い
て

国
際
交
流
を
通
じ
て
外
国

と
の
友
好
関
係
を
築
こ
う

 
吉
瀨
恵
美
子
議
員
（
共
産
）　

臼
市 

の
読
み
書
き
支
援
の
施
策
の
現
状
は
。

　

渦
三
鷹
市
が
実
施
し
て
い
る
読
み

書
き
支
援
員
派
遣
事
業
を
実
施
す
べ

き
と
考
え
る
が
、
見
解
は
。

市
長　

臼
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ
ス

の
家
事
援
助
や
同
行
援
護
の
利
用
時

に
読
み
書
き
支
援
を
行
っ
て
い
る
。

　

渦
視
覚
障
害
者
に
必
要
な
支
援
内

容
の
特
性
を
踏
ま
え
た
手
法
の
一
つ

と
し
て
参
考
に
し
て
い
く
。
市
と
し

て
は
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ
ス
な
ど

に
よ
る
支
援
に
今
後
も
努
め
て
い
く
。

 
木
村
ま
ゆ
み
議
員
（
共
産
）　

臼
平 

成　

年
３
月
に
一
部
を
先
行
し
て
開

２８
始
す
る
事
業
の
具
体
的
な
内
容
は
。

　

渦
地
域
包
括
ケ
ア
推
進
計
画
に
お

け
る
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
整
備

計
画
の
進
捗
状
況
は
。

市
長　

臼
介
護
予
防
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
の
ほ
か
、
現
行
の
訪
問
介
護
・

通
所
介
護
に
相
当
す
る
サ
ー
ビ
ス
と

基
準
を
緩
和
し
た
訪
問
型
・
通
所
型

サ
ー
ビ
ス
を
開
始
す
る
予
定
で
あ
る
。

　

渦
現
在
、
複
数
の
相
談
が
あ
り
、

慎
重
に
協
議
を
進
め
て
い
る
。

 
吉
本
ゆ
う
す
け
議
員
（
フ
ォ
）　
臼
徘

徊
高
齢
者
家
族
支
援
サ
ー
ビ
ス
事
業

の
開
始
時
期
及
び
実
施
状
況
は
。

　

渦
Ｉ
Ｃ
タ
グ
等
を
衣
服
に
つ
け
る

な
ど
、
費
用
を
か
け
ず
に
徘
回
高
齢

者
を
捜
す
方
法
に
つ
い
て
、
見
解
は
。

視
覚
障
が
い
者
の
方
へ
の
読
み
書
き

支
援
員
派
遣
事
業
の
創
設
に
つ
い
て

介
護
予
防
・
日
常
生
活
支
援

総
合
事
業
で
高
齢
者
を
守
ろ
う

よ
り
充
実
し
た
徘
徊
高
齢
者
家
族
支
援

サ
ー
ビ
ス
事
業
に
す
る
た
め
に

市
長　

臼
平
成　

年
度
か
ら
事
業
を

１２

開
始
し
、　

年　

月
末
現
在
で　

件

２７

１１

１３

の
利
用
が
あ
る
。

　

渦
徘
回
の
防
止
や
発
見
し
た
場
合

の
身
元
確
認
に
有
効
な
も
の
と
認
識

し
て
い
る
。
今
後
、
現
在
の
Ｇ
Ｐ
Ｓ

以
外
の
支
援
に
つ
い
て
、
複
合
的
な

利
用
方
法
や
費
用
負
担
等
を
総
合
的

に
考
慮
し
な
が
ら
研
究
し
て
い
く
。

 
磯
山　

亮
議
員
（
政
和
）　

臼
セ
ル 

フ
ネ
グ
レ
ク
ト
の
予
防
、
解
消
に
際

し
て
直
面
し
て
い
る
課
題
は
何
か
。

　

渦
孤
立
死
を
防
ぐ
た
め
、
各
種
団

体
の
連
携
に
よ
る
取
り
組
み
の
強
化

等
が
必
要
と
考
え
る
が
、
ど
う
か
。

市
長　

臼
当
事
者
の
精
神
疾
患
等
に

よ
り
関
係
機
関
と
の
信
頼
関
係
の
構

築
が
難
し
く
、
状
況
が
進
展
し
な
い

こ
と
が
多
い
の
が
課
題
で
あ
る
。

　

渦
さ
ま
ざ
ま
な
関
係
者
の
複
層
的

な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
の
た
め
見
守
り

連
絡
会
議
を
立
ち
上
げ
情
報
共
有
や

連
携
の
強
化
、
充
実
を
進
め
て
い
く
。

※
セ
ル
フ
ネ
グ
レ
ク
ト
と
は

　

成
人
が
通
常
の
生
活
を
維
持
す
る

た
め
に
必
要
な
行
為
を
行
う
意
欲
、

能
力
を
喪
失
し
、
自
己
の
健
康
、
安

全
を
損
な
う
こ
と
。

 
永
田
政
弘
議
員
（
政
和
）　

高
齢
者 

が
元
気
に
生
き
生
き
と
自
立
し
生
活

で
き
る
た
め
に
ど
の
よ
う
な
取
り
組

み
が
で
き
る
か
。

市
長　

平
成　

年
３
月
か
ら
段
階
的

２８

に
開
始
す
る
介
護
予
防
・
日
常
生
活

支
援
総
合
事
業
で
は
サ
ー
ビ
ス
の
多

様
化
を
図
り
、
高
齢
者
の
多
様
な
ニ

ー
ズ
に
応
え
て
い
く
。
こ
う
し
た
取

り
組
み
の
中
で
、
元
気
な
高
齢
者
が

孤
立
死
を
防
ぐ
た
め
の

 
セ 
ル
フ
ネ
グ
レ
ク
ト
の
予
防
、解
消
に
む
け
て

※高
齢
者
が
生
き
生
き
と
自
立
し

生
活
で
き
る
た
め
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

虚
弱
な
高
齢
者
を
支
え
て
い
く
担
い

手
と
な
る
な
ど
多
様
な
事
業
に
取
り

組
ん
で
も
ら
え
る
よ
う
努
め
て
い
く
。

 
橋
本
久
雄
議
員
（
緑
）　

臼
生
活
相 

談
支
援
セ
ン
タ
ー
の
相
談
か
ら
支
援

調
整
会
議
に
至
っ
た
件
数
と
内
容
は
。

　

渦
学
習
支
援
事
業
の
周
知
方
法
は
。

市
長　

臼　

件
に
つ
い
て
、
作
成
し

３２

た
プ
ラ
ン
が
相
談
者
の
課
題
解
決
や

目
標
の
実
現
に
向
け
て
適
切
で
あ
る

か
を
支
援
調
整
会
議
で
検
討
し
た
。

　

渦
市
報
等
へ
掲
載
す
る
ほ
か
、
生

活
保
護
受
給
世
帯
で
該
当
す
る
と
思

わ
れ
る
家
庭
へ
個
別
紹
介
を
し
た
り
、

児
童
扶
養
手
当
の
受
付
窓
口
へ
チ
ラ

シ
を
置
く
な
ど
周
知
に
努
め
て
い
る
。

 
中
江
み
わ
議
員
（
フ
ォ
）　

臼
都
の 

長
期
ビ
ジ
ョ
ン
で
は
全
区
市
町
村
で

の
地
域
連
携
型
認
知
症
疾
患
医
療
セ

ン
タ
ー
の
設
置
を
掲
げ
て
お
り
、
医

療
機
関
の
公
募
を
本
年
度
４
月
に
実

施
し
た
が
、
市
内
の
応
募
状
況
は
。

　

渦
市
の
今
後
の
取
り
組
み
は
。

市
長　

臼
市
内
の
医
療
機
関
に
対
し

て
周
知
を
し
て
い
る
が
、
現
在
の
と

こ
ろ
応
募
が
な
い
状
況
で
あ
る
。

　

渦
引
き
続
き
、
都
に
よ
る
指
定
が

行
わ
れ
る
こ
と
か
ら
、
地
域
性
等
も

考
慮
し
な
が
ら
、
市
内
の
医
療
機
関

に
応
募
の
働
き
か
け
を
行
っ
て
い
く
。

  

川　

浩
議
員
（
公
明
）　

臼
見
守 

り
事
業
や
緊
急
通
報
シ
ス
テ
ム
等
の

目
指
す
べ
き
姿
を
ど
う
考
え
る
か
。

　

渦
緊
急
通
報
機
能
を
持
つ
民
間
の

見
守
り
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
に
一
部
補

必
要
な
人
に
必
要
な
支
援
が
届
く

生
活
困
窮
者
へ
の
サ
ポ
ー
ト
に
つ
い
て

地
域
連
携
型
認
知
症
疾
患
医
療
セ
ン
タ
ー

の
設
置
を
働
き
か
け
る
べ
き

高
齢
者
等
の
持
続
可
能
な
見
守
り
の

小
平
モ
デ
ル
を
つ
く
ろ
う

助
を
出
し
、
１
万
人
規
模
の
見
守
り

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
築
で
き
な
い
か
。

市
長　

臼
見
守
り
関
連
の
サ
ー
ビ
ス

や
支
援
の
さ
ら
な
る
周
知
と
展
開
、

見
守
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
充
実
を
進

め
る
こ
と
が
基
本
に
な
る
と
考
え
る
。

　

渦
財
源
面
で
は
厳
し
い
と
考
え
る
。

引
き
続
き
手
法
の
工
夫
等
、
見
守
り

の
強
化
や
充
実
に
努
め
て
い
く
。

 
滝
口
幸
一
議
員
（
フ
ォ
）　

臼
自
己 

負
担
率
が
１
割
か
ら
２
割
に
倍
増
し

た
被
保
険
者
の
人
数
と
割
合
は
。

　

渦
介
護
保
険
負
担
限
度
額
認
定
申

請
書
の
提
出
状
況
は
ど
う
か
。

市
長　

臼
平
成　

年　

月
末
現
在
で

２７

１０

要
介
護
・
要
支
援
認
定
を
受
け
て
い

る
７
千
８
百　

人
の
う
ち
、
１
千
２

９４

百　

人
、　

・
４
％
で
あ
る
。

９２

１６

　

渦
制
度
改
正
前
と
比
べ
る
と
減
少

し
て
お
り
、
対
象
と
認
定
さ
れ
た
人

数
は
改
正
前
の　

年
７
月
末
で
は
１

２７

千
２
百　

人
で
、
改
正
後
の　

年　

７０

２７

１０

月
末
現
在
で
は　
人
と
な
っ
て
い
る
。

９４８

介
護
保
険
法
改
正
に
伴
う

利
用
者
負
担
増
に
つ
い
て

す
る
小
平
青
少
年
吹
奏
楽
団
を
中
心

に
活
動
を
展
開
し
て
お
り
新
た
に
吹

奏
楽
連
盟
を
設
置
す
る
考
え
は
な
い
。

　

渦
小
平
市
文
化
振
興
財
団
で
は
本

年
度
か
ら
吹
奏
楽
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

と
し
て
中
学
校
、
高
等
学
校
の
定
期

演
奏
会
を
集
中
的
に
開
催
し
て
い
る
。

 
幸
田
昌
之
議
員
（
公
明
）　

臼
教
室 

の
非
構
造
部
材
の
耐
震
化
に
つ
い
て

検
討
、
実
施
し
た
対
策
は
。

　

渦
教
室
の
非
構
造
部
材
の
耐
震
化

を
も
っ
と
進
め
る
べ
き
だ
が
見
解
は
。

教
育
長　

臼
教
室
及
び
廊
下
の
窓
ガ

ラ
ス
は
ほ
と
ん
ど
が
ア
ル
ミ
サ
ッ
シ

と
強
化
ガ
ラ
ス
と
な
っ
て
い
る
こ
と

か
ら
、
教
室
と
廊
下
の
仕
切
り
壁
の

上
部
に
あ
る
換
気
用
窓
ガ
ラ
ス
の
飛

散
防
止
対
策
を
検
討
し
て
い
る
。

　

渦
児
童
・
生
徒
等
の
安
全
確
保
の

た
め
に
も
重
要
で
あ
る
と
認
識
し
て

お
り
、
引
き
続
き
取
り
組
ん
で
い
く
。

 
吉
本
ゆ
う
す
け
議
員
（
フ
ォ
）　
東
日

本
大
震
災
か
ら
４
年
半
が
過
ぎ
た
が
、

い
ま
だ
復
興
途
中
で
あ
る
。
地
元
情

報
の
提
供
の
観
点
か
ら
、
被
災
地
の

新
聞
を
図
書
館
に
置
け
な
い
か
。

教
育
長　

収
集
方
針
に
基
づ
い
た
新

聞
を
置
い
て
お
り
、
現
在
の
と
こ
ろ

置
く
予
定
は
な
い
。
な
お
、
図
書
館

で
は
毎
年
、
ふ
る
さ
と
の
新
聞
元
旦

号
展
を
開
催
し
て
い
る
ほ
か
、
地
方

新
聞
社
の
記
事
を
見
る
こ
と
が
で
き

る
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
閲
覧
端
末
を
図

書
館
全
館
に
設
置
し
て
い
る
。

 
伊
藤　

央
議
員
（
政
和
）　

臼
小
・ 

子
ど
も
た
ち
を
守
る
た
め
非
構
造
部
材

の
耐
震
化
を
も
っ
と
進
め
る
べ
き

新
聞
の
収
集
を
通
し
て
復
興
支
援
を
し
よ
う

特
別
の
教
科
道
徳
の
実
施
に

向
け
た
十
分
な
取
り
組
み
を

中
学
校
の
道
徳
が
特
別
な
教
科
に
格

上
げ
と
な
っ
た
が
、
ど
の
よ
う
な
準

備
を
進
め
て
い
る
の
か
。

　

渦
本
格
実
施
に
先
駆
け
た
先
行
実

施
を
考
え
て
い
る
か
。

教
育
長　

臼
都
教
育
委
員
会
が
実
施

す
る
説
明
会
に
市
立
小
・
中
学
校
全

校
の
担
当
者
が
出
席
し
、
特
別
の
教

科
道
徳
の
理
解
を
深
め
、
各
学
校
の

今
後
の
取
り
組
み
に
生
か
し
て
い
く
。

　

渦
来
年
度
に
小
・
中
学
校
で
モ
デ

ル
校
を
決
め
実
施
し
、
そ
の
成
果
を

共
有
し
展
開
し
て
い
く
予
定
で
あ
る
。

 
伊
藤　

央
議
員
（
政
和
）　

臼
小
・ 

中
学
生
広
島
平
和
学
習
に
参
加
し
た

児
童
・
生
徒
の
感
想
が
画
一
的
と
感

じ
る
が
、
見
解
は
。

　

渦
平
和
学
習
の
手
法
は
固
定
化
せ

ず
、
児
童
・
生
徒
の
多
様
な
考
え
方

を
引
き
出
す
工
夫
が
必
要
で
は
。

教
育
長　

臼
提
出
さ
れ
た
感
想
文
は
、

自
分
な
り
の
言
葉
で
思
い
思
い
の
感

想
を
書
い
た
内
容
と
認
識
し
て
い
る
。

　

渦
参
加
者
に
は
み
ず
か
ら
の
体
験

を
通
し
て
自
由
に
考
え
て
も
ら
う
形

で
実
施
し
て
い
る
。
現
在
の
事
業
の

継
続
的
な
実
施
に
向
け
努
め
て
い
く
。

 
佐
藤　

徹
議
員
（
公
明
）　

臼
通
学 

路
の
交
通
安
全
上
の
危
険
箇
所
に
つ

い
て
、
情
報
共
有
の
方
法
は
。

　

渦
中
島
通
り
と
村
山
街
道
の
交
差

点
が
危
険
だ
と
考
え
る
が
、
見
解
は
。

教
育
長　

臼
毎
年
行
っ
て
い
る
小
学

校
の
通
学
路
の
安
全
点
検
の
情
報
を

教
職
員
に
周
知
す
る
ほ
か
保
護
者
に

も
安
全
マ
ッ
プ
等
を
配
布
し
て
い
る
。

市
長　

渦
村
山
街
道
と
の
交
差
部
の

南
北
の
歩
道
上
へ
の
注
意
喚
起
の
看

平
和
教
育
は
児
童
・
生
徒
の
多
様
性

を
阻
害
す
る
こ
と
な
く
実
施
す
べ
き

市
立
小
・
中
学
校
の
通
学
路
の

交
通
安
全
対
策
を
さ
ら
に
進
め
る
べ
き

 
永
田
政
弘
議
員
（
政
和
）　

臼
小
学 

校
か
ら
大
学
、
一
般
の
吹
奏
楽
団
の

つ
な
が
り
を
つ
く
り
（
仮
称
）
こ
だ

い
ら
市
吹
奏
楽
連
盟
を
設
置
し
て
は

ど
う
か
。

　

渦
同
様
に
吹
奏
楽
合
同
演
奏
会
を

市
が
定
期
的
に
開
催
し
て
は
ど
う
か
。

市
長　

臼
小
平
市
文
化
協
会
に
加
盟

吹
奏
楽
の
ま
ち
こ
だ
い
ら

で

ま

ち

づ

く

り

を

 
小
野
高
一
議
員
（
政
和
）　

臼
「
農 

業
公
園
づ
く
り
に
向
け
て
」
の
提
案

を
ど
の
よ
う
に
受
け
と
め
て
い
る
か
。

　

渦
農
業
公
園
づ
く
り
の
早
々
の
検

討
及
び
実
施
が
必
要
だ
が
、
見
解
は
。

市
長　

臼
第
二
次
都
市
農
業
基
本
構

想
の
中
に
位
置
付
け
ら
れ
て
い
る
農

業
公
園
の
提
案
を
、
さ
ま
ざ
ま
な
角

度
か
ら
具
体
的
プ
ラ
ン
に
ま
と
め
た

貴
重
な
提
言
と
受
け
と
め
て
い
る
。

　

渦
課
題
を
整
理
し
な
が
ら
、
引
き

続
き
農
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り
推
進
会

議
の
中
で
検
討
し
て
い
く
。

小
平
市
農
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り

推
進
会
議
か
ら
の
提
案
に
つ
い
て


